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IUFRO 世界大会テーマの変遷と日本からの貢献
IUFRO-J 事務局　川元スミレ　

国 際 森 林 研 究 機 関 連 合（International Union of 
Forestry Organization, IUFRO）は，国際的な取り組み
により森林研究を推進しようとする非政府組織の研究
ネットワークです。1892 年にベルリンで発足，各国が
森林を維持するための政策を援助するための宣言テーマ
などを，世界大会等で公開してきました。本誌では，日
本から IUFRO への貢献に目を向けてみます。IUFRO
日本委員会（IUFRO-J）事務局は，1981 年の第 17 回
IUFRO 世界大会に向けての準備委員会として，1976 年
に農林水産省林業試験場（現　森林総合研究所）で発足
しました。翌年 IUFRO-J News 1 号が発行され，今回
は 114 回目の発行となります。昨年は，第 24 回目の世
界大会が 10 月 5 日から 11 日にアメリカ合衆国ソルト
レイクシティにて開催され，113 号はその概要を紹介，
IUFRO 本部ウェブサイトでも公開されました＊。以下，
1981 年京都から，2014 年ソルトレイクシティまでの世
界大会宣言テーマの変遷を追ってみます。

1981 年　第 17 回世界大会（京都）
　Research Today for Tomorrow’s Forests
1986 年　第 18 回世界大会（ユーゴスラビア）
　Forestry Science Serving Society
1990 年　第 19 回世界大会（カナダ）
　Science in Forestry, IUFRO’s Second Century
1995 年　第 20 回世界大会（フィンランド共和国）
　Caring for the Forest: Research in a Changing World
2000 年　第 21 回世界大会（マレーシア）
　Forests and Society: The Role of Research
2005 年　第 22 回世界大会（オーストリア共和国）
　�Forests in the Balance: Linking Tradition and 

Technology
2010 年　第 23 回世界大会（大韓民国）
　�Forests for the Future: Sustaining Society and the 

Environment
2014 年　第 24 回世界大会（アメリカ合衆国）
　�Sustaining Forests, Sustaining People: The Role of 

Research
これらの宣言テーマは，研究の役割に期待する時代の

要望を表すとともに，主催国各国が世界に向けて発信し
たい何かを象徴しているように感じられます。1981 年
の日本発のテーマは，英語的な明確な主張は含みません
が，個人的には，いかなる多様性も享受する寛容さを秘
めた，日本でしかないユニークなテーマを世界に発信し
たように感じます。

さて，2014 年 10 月 5 日から 11 日にアメリカ合衆国
ソルトレイクシティで開催された第 24 回 IUFRO 世界
大会では，5 個のプレナリーセッション，19 個のサブ
プレナリーセッション，170 個以上のテクニカルセッ
ションおよびポスターセッションがオーガナイズされま
した。口頭発表（1200 件以上）ポスター発表（約 1200
件）で構成され，2014 年 3 月 19 日付世界大会事務局資
料によると，日本からの発表は，世界大会各テーマ別
に，Forests for People 31 件，Forest Biodiversity and 
Ecosystem Service 29 件，Forests and Climate Change 
17 件，Forest and Water Interactions 8 件，Forest 
Biomass and Bioenergy 12 件，Forests and Forest 
Products for a Greener Future 18 件，Forest Health in 
a Changing World 10 件，サブプレナリーセッションの
招待講演 1 件をあわせ，合計 126 件でした。以下，日
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本から第 24 回世界大会オーガナイズへの貢献を紹介し
ます。（敬称略）

岡部貴美子（森林総合研究所）は，初日の 3 番目の
サブプレナリーセッション : Forest Health in a Changing 
World において，Forest Biodiversity and Forest Heath
と題する招待講演を行いました（写真 -1）。岡部は，変
動する世界の中で，持続可能な森林生態系の維持管理に
不可欠である森林のレジリエンスに関わる精緻な事実に
基づく情報によって政策決定を行わなければならないこ
となど，科学と政策のインターフェースに関する話題を
提供しました。

第 24 回 IUFRO 世界大会のオーガナイズに貢献した
日本からの参加者を，10 月 5 日配布のプログラムを基
に , テーマ別にまとめると以下の通りです。
1）　Forests for People（人々のための森林）で 5 件
- Forests and human health: The role of research 
towards evidence-based practice
Organizers: 香 川 隆 英（ 森 林 総 合 研 究 所 ）& Liisa 
Tyrväinen （Finnish Forest Research Institute）
- Innovative planning and managing approaches for 
sustainable tourism in forests and natural areas
Organizers: Taylor Stein （University of Florida, USA），
Peter Fredman （Mid Sweden University, Sweden），田
中伸彦（東海大学） & Liisa Tyrväinen （Finnish Forest 
Research Institute）
- Transitions to sustainable forest management: Economic, 
social and cultural parameters
Organizers: Jinlong Liu （Renmin University of China），
Wil de Jong （ 京 都 大 学 ），Yeo-Chang Youn （Seoul 
National University, Republic of Korea） & De Lu 

（Asia-Pacific Network on Sustainable Forest Management 
and Rehabilitation, China）
- Smallholders and forest landscape transitions: Locally 
devised development strategies of tropical America: 
Organizers: Benno Pokorny （University of Freiburg, 
Germany） & Wil de Jong （京都大学）
- Integrating Landscape Protection, Nature-based 
Recreation and Tourism, and Rural Development
Organizers: Tuija Sievanen （Finnish Forest Research 
Institute），Ellyn K. Damayanti （Bogor Agricultural 
University, Indonesia） & 伊藤太一（筑波大学）
2） �Forest Biodiversity and Ecosystem Service

（森林の生物多様性と生態系サービス）で 4 件
- Forest ecosystem services contributing to agriculture
Organizers: 岡 部 貴 美 子（ 森 林 総 合 研 究 所 ） & Ian 

Thompson （NRCan-Canadian Forest Service）
- Ecology and dynamics of dead wood dependent species 
at multiple trophic levels – Promoting natural pest 
control in managed forests or increasing hazards?
Organizers: Stephen Pawson （Scion, New Zealand），
岡部貴美子（森林総合研究所）& Antoine Brin（University 
of Toulouse, France）
- Radioactive contamination in forest ecosystems and 
safe uses of forest products
Organizer: 高橋正通（森林総合研究所）
- Forest Management for Wildlife Conservation
Organizers: Thomas Rooney （Wright State University, 
United States）& 明石信廣（北海道立総合研究機構　
林業試験場）
3） �Forests and Climate Change（森林と気候変動）

で 2 件
- Advances in forest carbon measurements and monitoring 
for building REDD+ MRV systems
Organizers: 平田泰雅（森林総合研究所） & Andrew 
Lister （U.S. Forest Service）
- Understanding the relationships among biodiversity, 
carbon, and people for REDD+ forests: The importance 
of environmental and social safeguards
Organizers: Ian Thompson （NRCan-Canadian Forest 
Service），岡部貴美子（森林総合研究所），Jae Soo Bae 

（Korea Forest Research Institute, Republic of Korea） 
& John Parrotta （U.S. Forest Service）
4） �Forest Health in a Changing World（変化す

る世界での森林の健全性）で 1 件
- Forest governance and legality of timber: Challenges 

写真 _1　第 24 回 IUFRO 世界大会事務局掲載写真，
岡部貴美子氏招待講演（Forest Biodiversity and 
Forest Heath）
https://www.facebook.com/iufro/photos_stream
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of legality in practice
Organizers: Margaret Shannon （University of Freiburg, 
Germany），Mersudin Avdibegovic （University of 
Sarajevo, Bosnia-Herzegovina），Wenming Lu （Chinese 
Academy of Forestry） & Qiang Li （International 
Tropical Timber Organization, Japan）

第 24 回世界大会事務局統計によるセッション参加登
録者数 2592 人は，国際展示場やサイドイベントでの参
加人数を含みません。閉会式では，「3000 人を超える大
規模な IUFRO 世界大会成功は，100 か国からの参加者

の貢献によるもの」と，世界大会事務局から誠意のこ
もった謝辞が述べられました。

IUFRO 組織の規模が大きくなり，各国の多様性がま
すます増大していく中で，日本だからできる貢献，日本
にしかできない貢献もあるのではないでしょうか。これ
まで IUFRO-J の諸活動に多大な貢献をいただきました
会員の皆様に感謝申し上げるとともに，「世界の中にお
ける日本の役割」について皆様と一緒に考えていきたい
と思います。

＊ http://www.iufro.org/discover/noticeboard/（p.12 参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第 24 回 IUFRO 世界大会での技術セッションを開催して
森林総合研究所　平田泰雅　

I． はじめに
去る 2014 年 10 月 5 日から 11 日にかけて開催された

第 24 回 IUFRO 世界大会では，全体会合，準全体会合
での講演に加え，多数の技術セッションが同時並行で開
催されました。この技術セッションの開催に当たって
は，大会本部が設定した 7 つの大テーマ：

A：人々のための森林
B：森林の生物多様性と生態系サービス
C：森林と気候変動
D：森林と水の相互作用
E：森林バイオマスとバイオエネルギー
F：環境に優しい未来のための森林と林産物
G：変化する世界での森林の健全性

に沿って，2013 年 4 月にセッション公募が行われまし
た。森林総合研究所 REDD 研究開発センターでは，
REDD プラス（森林減少・森林劣化からの温室効果ガ
ス排出削減と森林保全等）のための森林炭素モニタリン
グの方法論を東南アジアおよび南アメリカで開発してい
ます。そこで，この分野における情報の共有とイニシア
テ ィ ブ の 発 揮 の た め，「REDD プ ラ ス MRV（ 計 測

（Measurement），報告（Reporting），検証（Verification））
システムの構築に向けた森林炭素の計測とモニタリング
における進歩」というタイトルで「C：森林と気候変動」
に提案し，企画者として技術セッションを開催しまし
た。本稿では，大会までの作業とセッション当日の様子
について報告します。

II． 大会までの作業
技術セッションの開催は，セッションの企画提案書の

作成から始まりました。企画提案書には，企画するセッ
ションのタイトル，どの大会テーマに応募するのか（第
1 希望，第 2 希望），企画の要旨，セッションの詳細な
内容，セッションの形態（口頭発表のみか口頭発表とポ
スター発表の混合か），共同企画者，想定される発表者
を書き込むことになっていました。これを大会ウェブの
セッション登録サイトから登録することにより，大会本
部での審査に回りました。審査の結果，他に類似した
セッションの提案があったため，提案した企画書に米国
農務省森林局のアンドリュー・リスター氏を共同企画者
に加えることで大会本部に受理され，セッションを開催
することになりました。

2013 年 6 月には企画提案書に記載した要旨が大会の
ウェブサイトに載り，セッションの発表者の一般公募が
開始されました。企画者としての次の作業は口頭発表者
の選定で，これは非常に厳しい作業でした。今回提案し
た REDD プラスのためのモニタリングには，REDD プ
ラスの実施国となる発展途上国からの発表応募だけでな
く，ドナー国の先進国からの応募も多く，約 60 件の応
募がありました。その中から時間枠で可能な 8 件の発
表を選ばなければならなりませんでした。要旨に書かれ
ている研究内容（新規性や具体性，学術性，テーマに合
致するか，研究の進捗状況など）である程度まで絞り込
み，最終的な発表者を決めるに当たっては，対象の地域
性やモニタリング手法のバランスを考慮して決定しまし
た。ここで選定した発表リストは，大会の学術委員会で
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のチェックを受けて承認されました。

III． セッション当日
今回企画した技術セッションは大会初日の午後に割り

当てられました。REDD プラスという発展途上国，先
進国の両方に関心の高い話題であったことと，初日の夜
にはウェルカム・レセプションがあったこともあり，
150 席の会場は満席で立ち見も出るほどの盛況ぶりでし
た。セッション開始前に，共同企画者のアンドリュー・
リスター氏と会場で会い，セッションの進行について打
ち合わせました。この日が初対面でしたが，それまで
メールでのやりとりを行っていたこともあり，スムース
にセッションを開始できました。

セッションでは次の 8 つのタイトルでの発表があり
ました。
・コロンビアの森林炭素モニタリングシステム
・メキシコ南東部における炭素収支モデルへのインプッ

トとしての森林攪乱の定量化
・タンザニアにおける主要森林タイプに対する地上及び

地下部バイオマス推定のためのアロメトリーモデルの
開発

・REDD プラスと自然火災：衛星観測システムの貢献
・亜熱帯林における LiDAR データを基礎とした地上バ

イオマス推定
・メキシコにおける REDD プラス MRV システム構築

のための高分解能リモートセンシング画像と地上調査
データからの熱帯林劣化の計測

・国レベルでの REDD 実施における森林モニタリング
のためのリモートセンシングの利用

・マレーシアの熱帯林バイオマス評価のためのリモート
センシングの高度化と挑戦
セッションが森林炭素の計測とモニタリングをテーマ

としていたことから，リモートセンシングを用いたモニ
タリングの発表が多くを占めましたが，従来の光学セン
サに加え，雲を透過するマイクロ波センサ，樹冠を捉え
ることのできる高分解能センサ，そして，高さ方向の情
報が得られる LiDAR と，多岐にわたるリモートセンシ

ング技術によるモニタリング手法が紹介されました。ま
た，タンザニアでは，主要な森林タイプにおいてアロメ
トリー式を作成するため，多くのサンプルの破壊調査を
実施した様子が報告されました。

セッションを通じて，活発の議論が行われ，時間通り
に進行するのが難しいほどの質疑応答，コメントがあ
り，意義あるセッションとなりました。

IV． おわりに
REDD プラスの実施に向けては様々な課題がありま

す。とくに科学的な面では森林炭素を国レベルでどれだ
け正確にモニタリングできるかが，REDD プラスのメ
カニズム構築の大きな鍵となります。様々な森林タイプ
を含む国レベルでの森林炭素のモニタリングには，これ
まで森林科学のいろいろな分野で行われてきた研究を統
合して課題に取り組む必要があります。IUFRO の技術
セッションには，世界各国の様々な分野の研究者が参加
するため，このような複合的な課題をテーマとして議論
するのに非常によい機会でした。このセッションを一つ
の契機として，今後とも，REDD プラスのための森林
炭素モニタリングにおいて，学術的進展が図られること
を期待します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

写真 _1　セッションの様子
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2014 IUFRO Tree Breeding Conference に参加して

森林総合研究所　林木育種センター東北育種場　三浦真弘　

はじめに
2014 年 8 月 25 日（月）から 30 日（土）にかけて，

チェコ共和国プラハの CITY CONFERENCE CENTRE
で 2014 IUFRO Forest Tree Breeding Conference（森
林林木育種会議）が開催されました。その概要について
報告します。

チェコ共和国のプラハ
プラハはチェコ共和国の首都で，人口は 120 万人の

同国最大の都市であり，また 1000 年以上の歴史を誇る
街です。北緯 50 度を超えるところに位置していますの
で，8 月にもかかわらず訪問中は毎日長袖シャツにさら
に上着を着ていました。市内中心部をヴルタヴァ川（モ
ルダウ川）が流れ，その両側にプラハ城と旧市街が広が
りプラハ歴史地区として世界遺産に登録されています。
それゆえプラハ城，旧市街とも多くの観光客が訪れ，大
変にぎわっていました（写真 -1，2）。

IUFRO 2014 Tree Breeding Conferenceの概要
今 回 の 会 議 は，IUFRO の 専 門 調 査 会 2.04.02 

Breeding theory and progeny testing（育種理論と次代
検定）の会議も兼ねており，世界 35 か国から 170 名が
参加しました。研究発表は，1　育種理論とその戦略

（Breeding Theory & Strategies & Deployment），2　進
化・適応・育種を包含した EVOLTREE プロジェクト

（Evolutionary Aspect & Adaptation & Breeding 
EVOLTREE Project），3　林木育種プログラムに関連
し た ゲ ノ ミ ク ス（Genomics Related to Forest Tree 

Breeding Programs），4　遺伝評価と統計手法（Genetic 
Evaluation & Statistical Methods），5　事業的な林木育
種プログラム（Operational Tree Breeding Programs）
の 5 分野にわたり，13 件の基調講演，49 件の口頭発表，
79 件のポスター発表が 5 日間にかけて行われました。
日本からは，6 件の発表（口頭発表 1 件，ポスター発表
5 件）がありました。

IUFRO 2014 Tree Breeding Conference各分野紹介
1　育種理論とその戦略

この分野では，気候変動に影響を受ける形質に関する
研究や，採種園の改良，雑種育種，検定レス次代検定手
法などの発表がありました。

気候変動の影響を受ける形質として遺伝的制御が強い
適応形質（耐寒性，耐乾燥性，成長開始など）の研究
を，これまでに設定した産地試験の材料を使って行って
いました。これらの研究は単に表現型を利用するだけで
なく，多量の DNA マーカーおよび次世代シーケンサー
により得られたゲノムベースの情報も利用し，最新の統
計解析手法を用いた解析を行っていました。

採種園の改良の歴史に関する発表では，採種園は，林
木育種の普及面において最も重要であるが，時間がかか
ることから，現在では経費，時間を節約するため世代を
重複した方法が導入されつつあり，林木育種を永続させ
るためには，多様性を確保して育種集団（育種母材料）
と採種園がシンクロして管理されることが望ましいとの
ことでした。写真 _1　プラハ城の敷地内

写真 _2　旧市街の広場（旧市庁舎前）
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雑種育種の発表では，気候変動が予想される中，耐病
虫害の付与や，低生産性サイトでの生産性を向上させる
ための手段の一つとして種間交雑を導入しているとのこ
とでした。現在，中南米やアフリカでマツ類，ユーカリ
類の雑種育種が行われており，雑種個体のほとんどは，
親種よりも劣るが，メリットとして，一部には雑種強勢
が現れたり，特定形質が付与（A 種の弱点を B 種で補
完する）された個体が出現したりするため，事業ベース
で利用しているところもあるとのことでした。

検定レス次代検定（BWB）の研究も，ヨーロッパア
カマツで試みられていました。ここでは採種園産種苗が
植栽された OP（自然交雑）検定林を用いて，樹高や直
径などの表現型を測定するとともに，多量の DNA マー
カーを用いて，個体の遺伝子型を決定することで OP 検
定林の植栽木の花粉親を決定して CP（人工交配）検定
林化し，そこから第二世代精英樹を選抜していました。
この手法では従来の育種に比べて，コストと時間の短縮
が図られたとのことでした。

2　�進化・適応・育種を包含した EVOLTREE プロジェ
クト

この分野では，EVOLTREE という，ヨーロッパの
森林林業研究機関が協力して，森林遺伝育種に取り組む
枠組みプロジェクトの発表がありました。このプロジェ
クトでは，分野 1 と同様，苗畑や産地試験等の野外試
験地などのフィールドと SNP などの DNA マーカーを
用いたゲノム研究の統合を模索しており，協力する研究
機関ではあらゆるデータについてデータベースを構築
し，どこからでもそれらのデータを取得できるような仕
組みを作ろうとしていました。

また，気候変動による林分の生産性の変化に関する研
究や，成長量やフェノロジーについて産地の違いや環境
要因との関連性について，表現型と遺伝子型を融合した
研究が行われていました。

3　林木育種プログラムに関連したゲノミクス
この分野はゲノム育種に関するものでした。現在，

DNA シーケンスはコストがどんどん安くなり，直接的，
推論的に塩基単位の情報が入手でき，これらの分析技術
の普及程度は分野によって異なるものの，林木において
も今後有用なツールになりうることが紹介されていまし
た。

また分子マーカーを用いた研究の歴史に関する講演で
は，アロザイムを用いた研究から，PCR ベースの DNA
マーカーが利用され，QTL マップの作成や MAS に取

り組むようになり，現在は，大量のマーカーおよび次世
代シーケンサーを用いたアソシエーション解析などの時
代に入っていることが紹介されていました。

DNA マーカーの低コスト化，情報の大量取得の実現
性，コンピュータによる genotyping 技術の発達により，
低コストで，多様性と獲得量を維持できる育種が可能に
なりつつあり，このような時代の育種手法として，
1 BWB，2 FasTrack（早期開花遺伝子を用いて開花ま
での年限を短縮する育種法），3 PTI（林木の利用に関
した全てのステークホルダー：育種関係者，種苗生産業
者，造林者，木材加工者など，が参加した育種）が可能
であることも紹介されました。

4　遺伝評価と統計手法
この分野では，ニュージーランドにおけるラジアータ

パインの最近 20 年の育種について紹介があり，解析方
法が，最良線形予測（BLP）から単一形質の最良線形
普遍予測（BLUP），さらに多形質の BLUP と発展して
きたこと，また育種の成果として GF システム（成長

（Growth）と樹形（Form）を数値で表すシステム）を
採用していることが紹介されました。

林木における大規模多変量な遺伝解析および意思決定
プログラム（PLANTPLAN）に関する発表もありまし
た。PLANTPLAN は，豪州を中心にマツ類，ユーカリ
類 等 の 育 種 に 使 わ れ て お り，DATAPLAN, 
TREEPLAN, SEEDPLAN の 3 パートで構成されてい
ます。DATAPLAN ではあらゆるデータ（樹種，林齢，
形 質， サ イ ト ） を 収 集， デ ー タ ベ ー ス 化 し，
TREEPLAN で DATAPLAN にあるデータを用いて現
時点で最新の評価手法で遺伝評価を行い，SEEDPLAN
で意思決定（選抜，交配計画，採種園構成木，配布系
統）ができるプログラムとのことでした。また解析手法
については，動物育種の手法を常にマークして取り入れ
るべきだろうということでした。

5　事業的な林木育種プログラム
この分野では，アメリカ南東部のサザンパインの育種

が紹介されました。サザンパインの育種は 60 年以上に
わたり，連続した育種の効果を生み，19 億ドル相当の
遺伝獲得を得ており，現在第 4 世代に入っているが，
できるだけ効率的に行うために，交配や試験設計では最
新の手法を取り入れているということでした。

ポスト・カンファレンス・エクスカーション
会議の最終日に，日帰りのエクスカーションに参加
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し，採種園と世界のマツ類を収集保存している樹木園と
ビール工場に行きました。今回の発表であった BWB の
苗木を供給した採種園では，学生さんが説明をしてくれ
ました（写真 -3）。樹木園は，当初はスコットパインを
改良するために造成されたそうですが，その後世界中の
マツ類を収集するサイトになり，日本のスギも 2 本植
えられていました（写真 -4）。ビール工場は現在世界で
主流のピルスナービールの発祥地で，日本のビール会社
のビールもさかのぼればここに至ることを教えてもらい
ました（写真 -5）。

会議に参加しての感想
今回の会議に参加して，以下の 3 つのことが印象に

残りました。1 つ目は，先端的な DNA 解析技術の利用
であり，多くの研究で，大量の DNA マーカーおよび次
世代シーケンサーを用いていることでした。従来から精
力的に育種を行っている樹種（マツ類やユーカリ類），
経済的な理由や社会的ニーズの低い樹種ともにこれらの
手段が使用されており，世界の林木育種研究は，これら
の技術が常識になりつつあるのを肌で感じました。2 つ
目は，気候変動に対応した研究でした。特に高緯度に分
布する国々（スウェーデンやフィンランド）で取り組み
が活発であり，これらの研究では，既設の産地試験の材
料を適切に利用していることに感心しました。3 つ目は，
デ ー タ ベ ー ス の 重 要 性 で し た。EVOLTREE や
PLANTPLAN の発表を聞くと，データベースの重要性
がわかります。日本の精英樹育種事業では，精英樹台帳

や検定林設定台帳，調査データがシステマチックにでき
ていることから，これらを上手にデータベース化し，現
在取り組んでいる DNA タイピングデータと統合するこ
とが，日本の林木育種でも重要である，と痛感したとこ
ろです。

おわりに
今回の海外への会議に参加することで，日本における

林木育種の状況や今後取るべき方向について光が見えた
と感じました。このような会議に日本から多くの育種関
係の人々が参加することで，日本の林木育種も新しい時
代を迎えられるのでは，と思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

写真 _5　ピルスナービール発祥地のビール工場

写真 _4　樹木園に植栽されたスギ

写真 _3　採種園での BWB についての説明
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IUFRO 国際研究集会紹介

IUFRO 国際研究集会予定は以下にリンクしています。
http://www.iufro.org/events/calendar/current/

ご参加いただき，ぜひ IUFRO-J にご寄稿をお願いい
たします。
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IUFRO Board

　IUFRO 組織は，国際評議員会（International Council），
理事 （Board），本部 （Headquarters）で構成されていま
す。本部下に研究部会 （Divisions），タスクフォース 

（Task Forces）， 特 別 プ ロ ジ ェ ク ト 推 進 （Special 
Projects, Programmes, Initiatives）の 3 ユニットがあり
ます。
　理事会のオブザーバー機関は，国際森林学生協会

（IFSA），世界自然保護基金（WWF），国際アグロフォ
レストリー研究センター（ICRAF），国際自然保護連合

（IUCN），国際林業研究センター（CIFOR）です。本
114 号では，2019 年までの理事メンバー（図の矢印）
を列記します。

☆ Michael Wingfield: 会長，アフリカ共和国
☆ �Björn Hånell: 副会長（研究部会担当），スウェーデン

王国）
☆ �John Parrotta: 副会長（タスクフォースと特別プロ

ジェクト推進担当），アメリカ合衆国
☆ Niels Elers Koch: 前会長，デンマーク王国
☆ Alexander Buck: 本部事務局長，オーストリア共和国
☆ 研究部会コーディネータ
　- Jens Peter Skovsgaard スウェーデン王国
　　第 1 部会 - 造林（Silviculture）
　- Yousry El-Kassaby  カナダ
　　�第 2 部 会 - 森 林 生 理 学 と 遺 伝（Physiology and 

Genetics）
　- Woodam Chung アメリカ合衆国
　　�第 3 部 会 - 森 林 作 業 工 学（Forest Operations 

Engineering and Management ）
　- Jean-Luc Peyron フランス共和国
　　�第 4 部会 - 森林アセスメント，モデリング，経営 

（Forest Assessment, Modelling and Management）
　- Pekka Saranpää フィンランド共和国
　　第 5 部会 - 林産物 （Forest Products）
　- Tuija Sievänen フィンランド共和国
　　�第 6 部会 - 森林林業の社会的見地（Social Aspects 

of Forests and Forestry）
　- Eckehard Brockerhoff ニュージーランド
　　第 7 部会 - 森林の健全性（Forest Health）
　- Jean-Michel Carnus フランス共和国
　　第 8 部会 - 森林環境（Forest Environment）
　- Daniela Kleinschmit ドイツ連邦共和国

　　�第 9 部 会 - 森 林 政 策 と 経 済（Forest Policy and 
Economics） 

☆ 会長指名
　- John Innes カナダ
　- Shirong Liu 中華人民共和国
　- Ben Chikamai ケニア共和国
　- Jung-Hwan Park 大韓民国
　- Manuel Guariguata, CIFOR, ペルー共和国
☆ IUFRO 本部ホスト国代表 
　- Gerhard Mannsberger オーストリア共和国
☆ FAO （国連食糧農業機関）代表
　- Eduardo Rojas-Briales イタリア共和国
☆ IUFRO-SPDC コーディネータ
　- Michael Kleine オーストリア共和国
☆ GFIS コーディネータ
　- Eero Mikkola フィンランド共和国
☆ WFSE コーディネータ
　- Pia Katil フィンランド共和国
☆ GFEP コーディネータ
　- Christoph Wildburger オーストリア共和国

オブザーバー
・IFSA: Vladislav Vejnovic, 
　　　　May Anne Then
・WWF: Paul Chatterton
・ICRAF: Tony Simons
・IUCN: Stewart Maginnis
・CIFOR: Peter Holmgren

IUFRO 組織構成（提供：IUFRO 本部）
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事務局からのお知らせ

1． IUFRO-J名称と目的
IUFRO-J は国際森林研究機関連合─日本委員会の略

称です。IUFRO 本部の目的に沿って，その事業に協力
するため，国内の森林・林産業に関連する研究機関の相
互連携を図るとともに，IUFRO 本部に関連する諸活動
に貢献することを目的としています。本会の趣旨に賛同
する機関・団体または個人が IUFRO-J の会員になるこ
とができます。以下リンクをご参照ください。

https://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/iufroj/kaisoku.htm

2． IUFRO-J平成 27年度機関代表者会議のご案内
第 126 回日本森林学会大会が北海道大学で 2015 年 3

月 26 日（木）〜 29 日（日）の日程で開催されます。
機関代表者の方のご参加をお願いいたします。

日時：2015 年 3 月 26 日（木）　15 時～ 16 時
場所：北海道大学農学部　1 階 S11 号室
議題：�会務報告，会計決算報告，監査報告，事業計画

案，予算など

3． IUFRO 書籍紹介
IUFRO-J 事務局と森林総合研究所図書館は，現有の

ものに加え，今後 IUFRO 関連書籍を整備してまいりま
す。IUFRO 国際研究集会など講演要旨集などの冊子体
がごく少数部しか発行されていないため，集会事務局関
係者の方々におかれましては，一部を森林総研図書館

（または IUFRO-J 事務局）にご寄贈いただければ幸い
です。今までご寄贈いただきました諸先生方にはこの場
を借りて御礼申し上げます。

1）　BIO-REFOR/IUFRO-SPDC　「バイオリフォル」
東京大学造林学研究室よりご寄贈いただきました。 
　編著者代表：鈴木和夫

編集・発行：バイオリフォル
　　　東京大学大学院　農学生命科学研究科　
　　　造林学研究室内
印刷：創文印刷工業株式会社
発行日：2014 年 10 月 25 日

【内容＊】国際森林研究機関連合（IUFRO）は，1981 
年にアジアで初めてわが国（京都）で開催された世界大
会において， 国連食糧農業機関（FAO）と世界銀行

（World Bank）の勧告を受けて IUFRO-SPDC（発展途
上 国 特 別 プ ロ グ ラ ム，SPDC: Special Programme for 
Developing Countries）を発足させました。このことが
契機となって，わが国では 1990 年に IUFRO-SPDC へ
の拠出が決定されて，SPDC の取り組みがバイオリフォ
ル（BIO-REFOR）活動として始まりました。バイオリ
フ ォ ル は，Biotechnology Assisted Reforestation in 
Asia Pacific Region プロジェクトの略称であり，アジ
ア・太平洋地域の熱帯林再生・修復のプロジェクトとし
て 1990 年代に取り組まれました。本書は「熱帯林業」
誌（現，「海外の森林と林業」，（公財）国際緑化推進セン
ター）に掲載されたバイオリフォル活動の取り組みの足
跡を取りまとめたものです。

（＊森林総合研究所ホームページより転記）
2）　第 24 回 IUFRO 世界大会要旨集
http://www.iufro.org/download/file/16684/4139/iwc14-
abstracts_pdf/

（第 24 回 IUFRO 世界大会用要旨集表紙）
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